
学校番号 １１５ 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ３ 第３学年 
・Revised ELEMENT  

English CommunicationⅢ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」という 4 技能

の総合的な力をつける授業です。さまざまな言語材料・言語活動を最大限に活用し、英語の運用能力を

高めましょう。 

・教材で扱われているテーマに対する関心を高め、その背景や文化的意味について学びながら（インプ

ット）、自分自身の考えも深め、そのうえで、「話す」「書く」という手段を使ってアウトプットするよう

にしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「応用英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

・教科書を読んで

理解した英文の

要約を話すこと

ができる。 

・教科書で学習し

た内容について

ペアまたはグル

ープで自分の意

見を話すことが

できる。 

 

コミュ英

Ⅲ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

観察 

応用英語

Ⅱ 

・ﾍﾟｱﾜｰｸ

等言語活

動観察 

・パラグラフライテ

ィングをしっかり身

につけ、聞き手に内

容が伝わる英文を書

くことができる。 

・教科書を読んで理

解した英文のサマリ

ーを英語で書くこと

ができる。 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

・定期考査 

・ｻﾏﾘｰﾗｲﾃｨ

ﾝｸ 

応 用 英 語

Ⅱ 

・定期考査 

英語演習 

A・B ・C 

・定期考査 

・ナチュラルスピ

ードで話される英

文の内容を理解す

ることができる。 

・共通試験レベル

のリスニング問題

で６５％以上正答

できる。 

 

コ ミ ュ 英

Ⅲ 

・定期考査 

・リスニン

グテスト 

 

・教科書の文を正確

な発音アクセントで

音読し、内容を相手

に伝えることができ

る。 

・黙読に関しては共

通試験第６問をそれ

ぞれ１０分以内で問

題文を読み設問に正

答することができ

る。 

コミュ英Ⅲ 

・定期考査 

英語演習 A・

B ・C 

・定期考査 

 

学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

「聞くこと」「話すこと」「読む

こと」「書くこと」の言語活動

に積極的に取り組んでいる。 

情報や考えなどについて，英

語で話し合ったり意見の交換

をしたりすることができる情

報や考えなどについて，英語

で簡潔に書くことができる。 

英語を聞いて，情報や考えな

どを理解したり，概要や要点

をとらえたりすることができ

る。 

英語の仕組み，使われてい

ることばの意味や働きな

どを理解するとともに，言

語の背景にある文化を理

解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( 6時間) 

 
Lies, 
Dammed 
Lies, and 
Statistics 
 
 
統計がどの
ように嘘を
つくかにつ
いて理解す
る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・折れ線グラフを使
ったデータの見え方
の違いを考え、意見
を述べようとする。 

・グラフも参考にし
ながら考えているこ
とをペアで伝え合
う。 

・自分考えたこと
や思っていること
を発言したり聞こ
うとしたりしてい
る。 

・ペアでの言語活
動を観察する 

 

「外国語表現の能力」 

・なぜ誤解を生むよ
うな統計データが使
用されるのか、また
それをどのように見
抜くかについて話し
合う。 

・ワークシートを使
って、ペアで意見を
伝え合う。 

・統計の生む誤解
について、簡潔に
まとめて書こうと
している。 

・ワークシートを
提出させ、その内
容を取り組み状況
の判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・統計を利用する際
に筆者と読者が気を
つけるべきことにつ
いて理解する。 

・段落ごとに要旨を
つかみ、概要を把握
する。 

・段落ごとの要旨
から全体の要約を
つくることができ
る。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法を
理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・統計の生む誤解  

 について理解し 

ている。 

・表現の使用場面
と働きを意識した
定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身に付いて
いるかを判断す
る。 

Lesson ２ 

( 6時間) 

 
Language 
Extinction 
 
 

何が言語を消
滅させるのか
理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・言語が消滅すると
きに私たちが失う
ものは何かを理解
し、自分なりに思
っていることを積
極的に話す。 

・グラフも参考にし
ながら考えている
ことをペアで伝え
合う。 

・言語の消滅につ
いて思っている
ことを積極的に
話している。 

・ペアでの言語活
動を観察する 

 

「外国語表現の能力」 

・日本で英語を話す
人々が増えれば日
本語も消滅すると
思うかについて意
見を出しあう。 

・ワークシートを使
って、ペアで意見
を伝え合う。 

・日本語の情滅の
可能性につい
て、意見を述べ
ることができ
る。 

・ワークシートを
提出させ、その内
容を取り組み状況
の判断材料として
活用する。 

「外国語理解の能力」 

・世界の言語を守る
ためにどのような
取り組みが行われ
ているかを理解す
る。 

・段落ごとに要旨を
つかみ、概要を把
握する。 

・現在行われてい
る取り組みにつ
いて、理解でき
る。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・言語が消滅する
理由について理
解している。 

・表現の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 8時間) 

 
Environment 
or 
Orangutans? 
 
 

オランウータン
が絶滅の危機に
瀕している理由
を理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ヤシ油の人気が再
燃している理由を
理解し、積極的に
話す。 

・熱帯雨林の環境問
題について、知っ
ていることや思っ
ていることをペア
で伝え合う。 

・熱帯雨林の環境
問題について、
知っていること
や思っているこ
とを積極的に話
している。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・環境と経済のため
にヤシの木を植え
るべきだという意
見に対する自分の
意見をまとめる。 

・グループで話し合
い、他者の意見を
参考にしながら、
自分の意見を整理
し、ワークシート
にまとめる。 

・自分の意見を整
理し、書くこと
ができる。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取り組み
状況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

・ヤシ油の人気がオ
ランウータンにおよ
ぼす影響を理解す
る。 

・段落ごとに
Summary を完成
させ、概要を把握
する。 

・環境と経済の関
係と問題点を理解
することができ
る。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

・環境と経済の問
題について理解
している。 

・表現の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson ４ 

( 8時間) 

 
The Truth 
about Grit 
 

 

ニュートンの万
有引力の逸話の
真実を理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・気骨を鍛える方法
について話し合
う。 

・グループで意見を
出し合う。 

・積極的に話して
いる。 

・グループで出た
意見をクラスで
共有させる。 

「外国語表現の能力」 

・気骨に対するより
良い理解が何を可
能にするかを理解
し、自分なりに要
約文を作成する。 

・ワークシートで概
要を把握し、要点と
なる部分を retelling

してみる。 

・気骨の大切さつ
いて、自分なり
に要約文を作成
することができ
る。 

・重要な要点を押
さえ、論理的に
書けているかを
判断する。 

「外国語理解の能力」 

・心理学者が気骨に
ついて研究し始め
た経緯を理解す
る。 

・段落ごとに
Summary を完成
させ、概要を把握
する。 

・気骨が注目され
始めた経緯を理
解することがで
きる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・表現の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 12 時間) 

 

A Class from 

Stanford 

University 

 

筆者が授業で
出した課題か
ら得られる教
訓を理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・大学での課題の内容
を理解し、それに積
極的に取り組む。 

・出された課題の内
容についてペアで
話し合う。 

・授業での課題の
内容について積
極的に話してい
る。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・自分がこの授業を受
ける生徒だったら何
をするかについて、
話し合う。 

・簡潔に自分の意見
をまとめ、グルー
プで話し合う。 

・課題の内容を理
解し、自分の答
えを作ることが
できる。 

・グループでの言
語活動を観察す
る。 

「外国語理解の能力」 

・筆者の課題の内容と
各チームの取り組みを
理解する。 

・段落ごとに
Summary を完成
させ、概要を把握
する。 

・課題の内容とそ
れに対する取り組
みについて読み取
ることができる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson ６ 

( 8時間) 

 
The 
Mpemba 
Effect 
 

「ムペンパ効
果」をめぐる
議論について
理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・子どものころに答え
が見つからなかった
ことについて、話し
合う。 

・グループで話し合
う。 

・グループで積極
的に話してい
る。 

・グループで出た
意見をクラスで
共有する。 

「外国語表現の能力」 

・ムペンパの発見した
こととその教訓につ
いて、要約文を作成
する。 

・Summary を完成
させ、全体として
一つの要約文に仕
上げる。 

・まとまった要約
を作成すること
ができる。 

・重要な要点を押
さえ、論理的に
書けているかを
判断する。 

「外国語理解の能力」 

・ムペンパが発見した
現象について理解す
る 

・段落ごとに
Summary を完成
させ、概要を把握
する。 

・「ムペンパ効
果」をめぐる議
論を読み取るこ
とができる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 

 

評価方法 

 

Lesson ７ 

( 12 時間) 

 

Invisible 
Gorilla 
 
 
「非注意性盲
目」と「注意の
錯覚」につい
て理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・目立つものを見逃し
た経験について話し
合う。 

 

・体験したことをペ
アで伝えあう。 

・体験したことを
積極的に話して
いる。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・ゴリラの実験によっ
てわかったこととそ
れが示すことについ
て、要約をする。 

・ 段落ごとの
Summary を完成
させ、全体として
１つの要約を仕上
げる。 

・まとまった要約
を作成すること
ができる。 

・重要な要点を押
さえ、論理的に
書けているかを
判断する。 

「外国語理解の能力」 

・ゴリラの実験の内容
と結果とを読み取る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題の問いを利
用して、概要を把
握する。 

・実験の内容と結
果とを読み取るこ
とができる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識した
定期テストの筆記
テストにおいて、
知識が身に付いて
いるかを判断す
る。 

Lesson ８ 

( 12 時間) 

 

A Small 
Crime 
 
 
時間順序に注
目し、物語の
展開を理解す
る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・主人公の父親が主人
公に言いたかったこ
とを考え、話し合
う。 

・グループで話し合
う。 

・積極的に話して
いる。 

・グループでの言
語活動を観察す
る。 

「外国語表現の能力」 

・「落書きは芸術か犯罪
か」について自分なり
の意見をまとめ、市長
へのメールという形で
書いてみる。 

・まず、意見を箇条
書きしてからまと
め、メールを書い
てみる。 

・自分なりに考え
た意見をメール
の形で書くこと
ができる。 

・できるだけ正し
い文法で論理的
に書けているか
を判断する。 

「外国語理解の能力」 

・主人公がしかられる
ことになった経緯を
理解する。 

・Ｑ＆Ａなどの問い
を利用して、物語
の流れを把握す
る。 

・物語の流れを理
解できる。 

・定期テストの筆
記テストにおい
て内容理解を問
う出題により、
内容理解ができ
ているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の意
味・用法を理解し、
必要があれば自分で
も使用できる。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( 10 時間) 

 

Praying 
Hands 
 
 
登場人物の気
持ちを想像し
ながら、物語
を理解する 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「祈りの手」とい
う絵について筆者
が伝えたいことを
話し合う 

・グループで話し合
う。 

・グループで積極
的に話してい
る。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで共有する。 

「外国語表現の能力」 

・登場人物（アルブ
レヒト）の気持ち
になってアルバー
トに手紙を書く 

・まず、伝えたいこ
とを箇条書きして
からまとめ、手紙
を書いてみる。 

・登場人物の気持
ちになって、手
紙を書くことが
できる。 

・物語の流れに沿
って、できるだ
け正しい文法で
手紙を書けてい
るかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・登場人物 2 人の交
わした約束とその後
の出来事を読み取
る。 

・Ｔ／Ｆ問題、Ｑ＆
Ａ問題を利用し
て、Summary を完
成させる。 

・物語の流れを 

読み取ることが
できる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 

Lesson 10 

(12時間) 

 
All the 
Good 
Things 
 

 

物語の展開と
登場人物の気
持ちに注目し
て、物語を理
解する 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マークに関する筆
者の思い出につい
て、話し合う。 

・わかったことをワ
ークシートに書き
出し、グループで
話し合う。 

・グループで積極
的に話してい
る。 

・グループで話し
たことを、クラ
スで共有する。 

「外国語表現の能力」 

・要約文を作成す
る。 

・概要を把握し、物
語を retelling して
みる。 

・おおまかに話を
retelling するこ
とができる。 

・重要な要点を押
さえ、物語の展
開を説明できて
いるかを判断す
る。 

「外国語理解の能力」 

・クラスでの筆者の
行動、その効果、後
日わかったことにつ
いて読み取る。 

・Ｑ＆Ａ問題などを
利用して、段落ご
との Summary を
完成させる。 

・物語の流れを読
み取ることがで
きる。 

・定期テストの筆
記テストにおいて
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・新出語句や表現の
意味・用法を理解
し、必要があれば
自分でも使用でき
る。 

・本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解する。 

・新出語句や表現
の意味・用法を
理解できる。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識し
た定期テストの
筆記テストにお
いて、知識が身
に付いているか
を判断する。 


